
























































































   変容を望みたい児童生徒１名（Ｒさん９年女子）を抽出し，取組期間中（平成29年７月～９月）にどのような変容が
見られたかを明らかにする。
　　②　結果評価
   児童生徒アンケートは，平成29年９月に実施した。設問内容は，保健室来室カードについては，記入の難易度や記入
する際の思考性，伝達ツールとしての機能性等であり，保健室における養護教諭の関わり方については，「言葉かけが
多くあるのがよいかどうか」や「寄り添って見守るのがよいかどうか」等である。
   　③　影響評価





















































































































改 定 の ポ イ ン トhttp://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/06/16/1384662_2.pdf
（最終閲覧日2017年10月５日）
・新潟県養護教員研究協議会　養護教諭執務の手引（平成26年度改訂版）
・文部科学省「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援～養護教諭の役割を中心として～」平成29年３月
・公益財団法人　日本学校保健会「保健室利用状況に関する調査報告書」平成25年２月
